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１．はじめに 

富士山は標高3776 mの孤立峰であるため地表付近（ある

いは境界層）の影響が少なく，自由対流圏における粒子濃

度や東アジアから輸送された越境大気汚染物質を測定する

のに適している．大気エアロゾルは太陽光の散乱・吸収，さ

らに雲凝結核として作用するため，地球の気候変動に重要

な影響を及ぼすと考えられている． 

これまでに富士山頂で実施された観測では，新粒子生成

が頻繁に観測されているが 1-5），その粒径は 5～5000 nmで

あり，新粒子生成過程を明らかにするためには，より小さい

粒径からの測定が必要である．そこで，本発表では，静電分

級器（DMA:TSI Inc., Model3085）と凝縮核計数器（CPC:TSI 

Inc., Model3776）を組み合わせた走査式移動度計測装置

（Nano-SMPS）を開発し 6），粒径 2.5 nm～64 nmまでの粒子

を計測した結果について発表する． 

 

２．方法 

観測期間は2016年7月14日から 8月23日まで，富士山

特別地域気象観測所（N：35.21 度，E：138.43 度） でおこな
った．そのうち 7 月 16 日から 7 月 29 日までは計測装置

（DMA）のトラブルによりデータの取得はできなかった．図 1

に，実験装置の写真を示す．大気試料は 10 L/min で吸入

し，ディフュージョンドライヤーにより乾燥させた後， DMA

で粒子を分級し，CPC で個数濃度を検出した．空気塊の輸

送経路を調べるために，NOAA HYSPLIT モデル

（http://www.arl.noaa.gov/ HYSPLIT_info.php）用いて，48 時

間後方流跡線解析を行った． 

 
図 1 走査式移動度計測装置（Nano-SMPS）による計測 

３．結果と考察 

図 2に 2016年 7月 14日から 8月23日に富士山頂にお

いて観測した(a)粒径分布，(b)核生成モード（3～25 nm）およ

び Aitkenモード（25～100 nm）の個数濃度， (c) O3および

SO2濃度の時間変動を示す． 観測期間中，3 nm以下の粒

子が生成する顕著な新粒子生成イベントは見られなかった

ものの，粒子個数濃度が増加するイベントが何度かあった

（図2(a)）．これらのイベント時には，25 nm<Dp<100 nmの範

囲の核生成モードの粒径範囲の濃度の急激な増加に関連

して粒子の成長が見られた（図2(b)）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 2016年 7月 14日から 8月 23日に富士山頂で観測し

た(a)粒径分布，(b)粒径別粒子個数濃度，(c)O3と SO2 

 

2016 年 8 月 10～12 日にかけて，O3濃度が高く，相対湿

度（RH）が低い期間があった．そのうち，8月 10日から 8月

11 日の粒径分布，O3および SO2濃度，気温（T）・相対湿度

（RH）を図 3 に示す．この日のイベントは，O3濃度が高く（最

大：78.2 ppb，平均：65.3 ppb），また，相対湿度が非常に低い

（10％）ときに始まっていた． 天気図から，日本上空は高気

圧に覆われていたこと，O3 濃度に日変化が認められないこ

とから，より高い高度からの空気が沈降していたと考えられ

る．また，この日の後方流跡線（図 4）から，観測された大気
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はアジア大陸上空（朝鮮半島，モンゴル）の比較的低い高度

（境界層に相当する 2000 m以下）を通過しており，アジア大

陸起源の汚染物質（前駆気体）の輸送もあった可能性があ

る． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 2016年 8月 10日から 8月 11日の富士山頂における 

(a)粒径分布，(b) O3と SO2濃度，(c)相対湿度，温度および

日照時間． 

 

 

図 4 2016年8月10日の後方流跡線 

 

4．おわりに 

今回の観測では，これまで観測できなかった小さいナノ

粒子の測定に成功した．粒子径 3 nm 以下の顕著な新粒子

生成イベントは見られなかったが，粒子個数濃度が増加す

るイベントが何度か観測された．これらのイベントは，特に

O3濃度が高く，相対湿度RHが低いときに発生した．今後は

他の要素との比較も行い，さらなる関連について検討する． 
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